
 １月は例年になく大雪が降ったり、寒さの厳しい日が多かったですね。子ども達は寒さも忘れて大はし

ゃぎ。雪だるま作りや雪合戦・そり滑りなど、親子で色々な雪遊びを楽しめたのではないでしょうか。広

場の雪も数日残っていて、中庭で雪のお団子作りを楽しむことが出来ました。 

２月も寒い日が予想されますが、体調管理に十分気を付けながら外で元気に遊んだり、節分などのお話を

通して季節の行事にも触れたいと思います。 

 

 

月 火 水 木 金 土 

 
 

※活動は、10 時半より行います。 

 

 

 

１ 

休館日 

２ 

絵本の読み聞かせ 

３ 

節分のお話 

４ 

外遊び 

５ 

小麦粉粘土 

６ 

休館日 

８ 

休館日 

９ 

子育て講座 

要予約 

１０ 

自由遊び 

１１ 

建国記念の日 

１２ 

親子で制作 

１３ 

休館日 

１５ 

休館日 

１６ 

外遊び 

１７ 

絵本の読み聞かせ 

１８ 

しゃぼん玉 

１９ 

シール貼り 

２０ 

休館日 

２２ 

休館日 

２３ 

天皇誕生日 

２４ 

外遊び 

２５ 

お雛様作り 

要予約 

２６ 

身体測定 

２７ 

休館日 

      

 

２月の予定 

令和 3 年 ２月 １日   第 10 号        

朝倉市 子育てほっとサロン 

 

（開館日：利用時間）・・・火・水・木・金 10： 00～15：00 

（場   所）・・・朝倉市子育てほっとサロンつどいの広場 

（寿楽荘内 朝倉市堤１４１３）☎ ０８０－６４３９－１８５１   

メールアドレス   tsudoinohiroba0062@yahoo.co.jp 

      通信はあさくら会のホームページでも見られます。 

つ  ど  い  の  広  場 

つ  う  し  ん 

 

『勝つこと・負けること』 

じゃんけんで勝つ楽しさを覚えた子どもは、あそびには「勝つ」と「負ける」があると知っていきま

す。「勝つ」ことの本当の意味は、「自分に勝つ」ことです。自分に勝つという事は、なまけたい気持

ちや弱音を吐きたい自分に勝つという事だから、良い方へ向かっていくということ。でも、それを守

るという事は辛い。勝つという事はつらいことでもあるのです。競争をするのは人を負かすというこ

とではなく、人と一緒にすすむことなのです。だから、勝つ・負ける・競争は悪い事ではない。 

これは、 

９日(火)  子育て講座   １０時半～１２時 

『基本的生活習慣の習得に向けてのアプローチを学ぶ』 

 講師：江上千代美氏  ※１０組限定 

子どもさんとの関わり方等についてお話を聞きます。子育て

で心配な事・気がかりな事など個別に相談もできます。 

 ※託児あり(３日(水)迄に予約をお願いします。) 

 

２５日(木) お雛様作り １０時半～１２時 

紙皿・折り紙を使って雛飾り(壁掛け)を作り

ます。 

※８組限定(感染防止の為、４組ずつ時間を

ずらして作ります。) 

※１２日(金)迄)に予約をお願いします。 

米 

 

 

        家族で豆まき 

 

✿豆まきの由来✿ 

新春に向け悪いことを引き起こす邪気や冬

の寒気を払うため。 

今年は、コロナウイルスという名の鬼を追

い出したいところですが、一番感染しやすい

と言われている飛沫感染を避けるため、大人

数での豆まきではなく、家族のみでの豆まき

になりそうですね。家事がちょっとひと段落

した時間などを使って、親子で鬼のお面や豆

入れを作ってみたり、絵本などを活用して節

分について触れてみてはどうでしょうか。 

「勝ちたい。」という事は努力することを引き出すもの。「負ける。」という悔しさを知るのは大切な

事。その悔しいという気持ちがないと、生きていく上での意地が育たない。 

これは、子どもが落ち込んだ時にそこから元気を取り戻してゆく力になってゆくはずです。 

「わらべ歌」で子育て 著 阿部ヤエ より 

 

１２日(金) 親子で制作 

１０時３０分から１２時 

『くるみボタン作り』 

使わなくなったハンカチや端切れなどをくるみボ

タンにしませんか？くるみボタン・布はこちらで

も準備しますが、お気に入りの布などお家にあり

ましたら、持参されても良いですよ。 

私は、挨拶はしっかりと！という考えで子育て

をしています。それは、言わなくてはいけない

という事ではなく、人との関わりに大事な意味

を持つからです。挨拶を交わす事で自分も相手

も気持ちがいいし、そこからつながりが生まれ

る事で社会へと広がってゆく気がします。『挨

拶』のみではなく、『言葉』の大切さを子どもに

は伝えていきたいと思っています。 

先日、夕食時に並んだおかずの一品を見て三

女が一言、「これ嫌い。」と言いました。まだ４

歳、思ったことを素直に口にしただけですが、

間髪入れずに次女が「そんなこと言わんと！お

母さんが悲しむやろ？折角みんなのために作っ

てくれたのに。」続けて今度は長女が「まずは、

いただきますでしょう？食べてみたら、美味し

いかもしれないよ。」と。子ども達の口から自然

と出てきた言葉に、親の思いが伝わっている事

を嬉しく思いました。     (３人のママ)                 

子育てエピソード 

☆利用にあたってのお願い☆ 

※自宅・入室前の検温 

※マスクの着用(可能なお子様も) 

※咳・発熱(解熱後２４時間経過していない 

場合も含む)・倦怠感等の症状が本人又は 

ご家族にある方はご遠慮下さい。 

福岡県の緊急事態宣言により、今後の活動内容の変更等あるかもしれません。ご了承ください。 

～節分の豆入れ作り～ 


